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㛻ゖ1 (30憠)
[1]数と式 
[2]図形と計量 
[3]図形と計量・2次関数

㛻ゖ2 (30憠)
[1]2次関数・集合と命題 
[2]データの分析

㛻ゖ3(20憠)

㛻ゖ4(20憠)

㛻ゖ5(20憠)

場合の数と確率

整数の性質

図形の性質
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試験時間 70分

40分
㛻ゖ٬

30分
㛻ゖ3~52׼־ゖ

大問1・2が必答問題, 大問3~5が選択問題で2問選択。必答問題の配点が全体の60%なので、この部分の得点
率をあげることが重要。選択問題は、まずどの大問が解きやすそうかを確認してから解きはじめる。 
太郎・花子の考察問題, 日常の事柄がテーマになっている問題などの「数学的な問題解決の過程を重視する」
問題が出題されている。

例年と変わらず全体で70分。得点比率に合わせて時間配分する。得点の比率が大きい大問1・2に時間を多く
とっておく。また、各大問ごとの目標時間を決めておく。問題を解くときは, その時間を意識して, 解答が終
わっていなくても次の問題に進むようにする。問題の分量がとても多いので, 時間を意識した演習を多く積ん
でおくことは高得点を取る上で非常に重要となる。

*注意点 ① 選択問題は, 整数の性質
→場合の数と確率・図形の性質の順で確認

② 70分で解けるようになってきたら、
→65分で解く練習をして見直しの時間を
確保する
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